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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、2019 年 5月 14日に公表いたしました 2020 年 3月期第２四半期累計期間の連結

業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正 

2020 年３月期第２四半期累計期間（2019 年 4月１日～2019 年 9月 30日） 

                                        (百万円未満切捨て) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり

四半期純利

益 

前回発表予想（Ａ） 

  百万円  

10,218 

百万円  

995 

百万円 

1,040 

百万円  

607 

円 銭 

46.25 

今回修正（Ｂ） 11,520 1,178 1,291 739 56.65 

増減額（Ｂ-Ａ） 1,302 183 251 132  

増減率（％） 12.7 18.4 24.1 21.9  

（ご参考）前期実績 

（2019年３月期第２四半期） 
8,867 975 1,118 748 56.26 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、ＥＣソリューション事業はネット通販システムの需要拡大により想定以上に売

上が増加したことに加え、システムインテグレーション事業及び物品販売事業は、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０へ

のリプレイス需要が想定以上に拡大したこと等により、前回予想値を大幅に上回る見込みとなりました。 

利益面については、売上が増加したことにより、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利

益は前回予想値を大幅に上回る見込みとなることから、当初の2020年第２四半期連結累計期間の業績予想

を修正いたします。 

なお、通期連結業績予想につきましては、現在精査中であるため、前回公表値を据え置いております。

引き続き業績動向を慎重に見極めたうえで、今後修正が必要と判断した場合には速やかに開示いたします。 

また、2020年３月期の配当予想につきましては、変更ありません。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によっ

て異なる結果となる可能性があります。 

以上 


